
 

１ 登録業者の状況 
◎ 登録業者数の推移（各年度末実数） 

単位：者（社） 

年度 14 年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

東京都 6,983 570 564 565 553 549 

全国 26,281 1,638 1,580 1,548 1,515 1,473 

 
都道府県知事登録 25,352 1,367 1,312 1,280 1,251 1,219 

財務局登録 929 271 268 268 264 254 

※ 複数の都道府県に営業所を設置している貸金業者については、財務省の出先機関である財務局に登録さ

れます。 

 

２ 行政処分の状況 
◎ 行政処分の種類別件数の推移 

単位：件 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

登録取消処分 0 0 1 0 0 

 

違反情状の特に重いもの 0 0 0 0 0 

欠格条項に該当するもの 0 0 1 0 0 

所在不明によるもの 0 0 0 0 0 

業務停止処分 2 0 0 1 2 

業務改善命令 1 1 1 2 1 

行政処分総件数 3 1 2 3 3 

 

 

３ 苦情・相談の状況 
◎ 苦情・相談件数の推移 

単位：件 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 

苦情・相談件数 1,172 763 664 741 715 

◎ 苦情・相談の主な内容 
・ 登録照会に関するもの    125件（うち、無登録であったもの 86件） 

・ 保証金詐欺          32件 

・ 債務整理           18件 

・ 金利              8件 

・ 契約内容            8件 

・ 取立行為            7件 

  



電話による相談事例（ヤミ金融や詐欺などに関するもの） 

（事例１） 

インターネットで融資を紹介する会社を検索し、そこから融資会社を紹介されまし

た。1200 万円の融資を申し込み、決算書等を送った後、融資が決定したとの連絡を受

け、仮契約を結びました。その際、供託金や保証金として保証会社等の口座に指定され

た金額を振り込みましたが、「システム障害で確認が取れない」等と言われました。（男

性、年齢不詳、自営業） 

 

（事例２） 

500万円の融資を希望し、低金利の融資会社を見つけて電話でやりとりしました。保

証金として約 30 万円を振り込むよう指示されました。個人名義の口座であったため、

おかしいなと思いましたが、「信用情報に名前を残さないため」等との説明に納得し、

振り込みました。その後更に、供託金として 50 万円を振り込むよう要求されました。

怪しいと感じて貸金業の登録番号を確認したところ、話をごまかされ、融資をしないと

言われました。 

（男性、年齢不詳、自営業） 

 

（事例３） 

ＳＮＳを通じて融資を申し込んだところ、「30 万円を融資するから、前利息として 20

万円を振り込んで欲しい」と言われました。20万円を振り込んだ後、更に手数料とし

て１万５千円を振り込むよう要求され、振り込みました。しかし、その後、連絡が取れ

ず、30万円は融資されませんでした。（男性、年齢・職業不詳） 

 

（事例４） 

ＳＮＳを通じてヤミ金融業者から 1 万５千円を借りたところ、電話等で取り立ての

催促があり、既に４万円以上返済しています。（男性、年齢・職業不詳） 

 

（事例５） 

至急お金が必要となり、インターネットで見つけた業者と連絡を取りました。融資

可能との回答を受けて、氏名や生年月日などの個人情報を送信しました。その後、携帯

電話を購入し、指定された買取業者に携帯電話を送るよう指示されました。宛先が私

書箱であったため不審に思いましたが、送ってしまいました。（男性、年齢不詳、無職） 

 

 

 

● 融資の実行前に保証金や事務手数料等の名目で、金銭の振り込みを要求するこ

とは詐欺の疑いがあります。また、一方的に本人の口座に金銭を振り込んで返済

を迫る「押し貸し」や、正規の登録業者名や架空の登録番号等を詐称し、違法な融

資を行う「なりすまし」などは、ヤミ金融の手口といえます。 

都は相談者に対し、地元警察署に事情を説明するようアドバイスするとともに、

警視庁に情報提供を行っています。 

● 貸金業者が契約前に金銭を受け取ることは原則ありません。少しでも疑わしい

と思われる行為があった場合は、都の相談窓口にご連絡ください。 

   （０３－５３２０－４７７５） 


